
行 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

橋
か
ら
吉
備
線
に
か
け
て
の

事
は
、
平
成
18
年
秋
頃
か
ら

終
了
後
、
新
役
員
で
オ
ー
ナ
ー
会

を
開
催
し
、
協
議
い
た
し
ま
す
。

働
き
か
け
ま
す
。 
（１） 第３７８号       町 内 新 聞              平成１７年３月１日  発 

  

集振氏瀬設し

 

町員が

 

にの大た
防す

 

石対次の

 

尼工
発

行

責

任

 者

楠

木

忠

司 

編

集

者 

広

報

部 

約
２
年
間
の
予
定
で
工
事
に
か

か
り
、
こ
の
工
事
で
は
吉
備
線

を
約
10
ｍ
南
に
移
し
、
今
よ
り

吉
備
線
を
高
く
す
る
と
の
こ
と

で
す
。
そ
し
、
今
の
踏
切
は
閉

さ
れ
ま
す
。 

鎖

 

当
面
は
笹
ヶ
瀬
川
堤
防
西
川

の
道
路(

用
水
の
西
側
道
路)

を

迂
回
路
と
し
て
使
用
し
、
吉
備

線
の
移
設
工
事
が
終
わ
っ
た
後 

去
る
２
月
13
日(

日)

、
町
内

会
所
に
於
い
て
、
岡
山
地
方

興
局
工
務
２
課
の
池
上
和
馬

に
来
て
い
た
だ
き
、
「
笹
ヶ

川
の
築
堤
工
事
・
吉
備
線
移

」
に
つ
い
て
説
明
会
を
開
催

ま
し
た
。 

こ
の
度
の
説
明
会
は
み
ど
り

ブ
ロ
ッ
ク
の
班
長
以
上
の
役

を
対
象
に
し
、
21
名
の
方
々

参
加
さ
れ
ま
し
た
。 

昨
年
の
台
風
23
号
の
暴
風
雨

お
い
て
、
笹
ヶ
瀬
川
の
堤
防

一
部
で
越
水
・
漏
水
が
生
じ
、

変
危
険
な
状
況
と
な
り
ま
し

。
今
更
な
が
ら
笹
ヶ
瀬
川
堤

の
改
修
が
急
が
れ
て
い
ま

。 岡
山
県
も
尾
上
、
花
尻
、
白

を
含
め
た
こ
の
地
域
を
緊
急

策
区
間
と
指
定
し
、
今
後
順

工
事
を
進
め
て
い
く
予
定
と

こ
と
で
し
た
。 

こ
の
度
の
説
明
会
で
は
比
丘

   

て等がが内るた

    

て催動う括便長配

吉
備
線
下(

笹
ヶ
瀬
川
堤
防

西
側)

に
７
ｍ
幅
の
道
路
が

来
る
と
の
こ
と
で
す
。 

出

 

ま
た
、
現
在
の
工
事
予
定

で
あ
る
白
石
橋
ま
で
の
工
事

が
笹
ヶ
瀬
川
東
側(

左
岸)

の

野
殿
側
で
は
堤
防
の
築
堤
工

事
が
始
ま
っ
て
お
り
、
こ
の

工
事
に
要
す
る
期
間
は
約
２

間
と
の
こ
と
で
し
た
。 

年

 

そ
の
工
事
が
終
了
し
た
時

点
で
現
在
の
左
岸
の
堤
防
を

撤
去
、
併
せ
て
、
右
岸(

花

尻
・
白
石
側)

の
堤
防
の
工
事

に
入
る
予
定
と
の
こ
と
で
し

。 

た
 

概
ね
、
全
体
の
工
期
は
約

５
年
間
と
の
こ
と
で
あ
り
ま

た
。 

し

 

ま
た
、
現
在
堤
防
に
土
嚢

が
積
ま
れ
て
い
ま
す
。
撤
去

す
る
の
か
、
こ
の
ま
ま
に
し

て
置
く
の
か
、
今
の
と
こ
ろ

論
が
出
て
い
ま
せ
ん
。 

結
ま
た
、
万
一
の
場
合
の
避

所
の
問
題
、
野
殿
の
排
水

ン
プ
場
作
動
問
題
等
当
面

る
課
題
も
あ
り
ま
す
。 

町
内
会
と
し
て
も
町
民
が

心
し
て
暮
ら
せ
る
街
づ
く

の
た
め
に
関
係
方
面
に
強

 

１
月
30
日(

日)

午
後
６
時
よ

り
花
尻
集
会
所
に
於
い
て
組
織
部

を
開
催
し
ま
し
た
。 

会

 

今
回
の
部
会
は
、
①
町
内
会
の

入
会
促
進
に
つ
い
て
、
②
町
内
会

入
会
金
に
つ
い
て
、
③
町
内
会
費

の
徴
収
方
法
に
つ
い
て
な
ど
協
議

ま
し
た
。 

し

  

町
内
会
へ
の
入
会
促
進
を
！ 

  

町
内
会
へ
の
入
会
促
進
に
つ

い
て
は
、
新
年
度
が
役
員
改
選
期

で
あ
る
の
で
、
新
年
度
の
役
員
の

方
で
未
加
入
者
の
方
に
入
会
を
行

っ
て
い
く
こ
と
を
確
認
し
ま
し

た
。
ま
た
、
最
近
、
町
内
に
ワ
ン

ル
ー
ム
マ
ン
シ
ョ
ン
が
建
設
さ

れ
、
単
身
者
の
方
が
入
居
さ
れ
て

い
ま
す
。
単
身
者
の
場
合
、
通
常

の
条
件
で
町
内
会
加
入
は
難
し

、
３
戸
で
１
軒
を
町
内
会
の
入

単
位
と
し
、
オ
ー
ナ
ー
、
不
動

会
社
等
で
管
理(

町
内
会
費
の

収
、
ゴ
ミ
出
し
、
配
布
物
等)

し
て
頂
く
方
針
と
致
し
ま
し

。
ど
う
か
、
ご
理
解
と
ご
協
力

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

。
な
お
、
対
象
の
ワ
ン
ル
ー
ム

ン
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
は
町
内
会

認
定
い
た
し
ま
す
。 
  

案て総ま体トの会議
 

難ポす

 

安りく
く会産徴をたをすマで
町
内
会
の
入
会
金
の
扱
い
！ 

町
内
会
の
入
会
金
の
扱
い
に
つ
い

は
入
会
金
制
度
は
存
続
し
、
転
居

の
場
合
、
現
在
は
転
居
時
に
要
求

あ
っ
た
場
合
、
返
還
し
て
い
ま
す

、
来
年
度
以
降
は
入
会
後
１
年
以

の
転
居
の
場
合
に
限
り
返
還
す

よ
う
変
更
す
る
方
針
と
し
ま
し

。 町
内
会
費
の
徴
収
方
法
は
！ 

町
内
会
費
の
徴
収
方
法
に
つ
い

は
オ
ー
ナ
ー
会
議(

仮
称)

を
開

し
、
オ
ー
ナ
ー
、
管
理
会
社(

不

産
屋
等)

一
括
徴
収
し
て
頂
く
よ

お
願
い
し
て
い
く
こ
と
と
し
、
一

徴
収
が
出
来
な
い
場
合
で
も
郵

振
り
込
み
な
ど
活
用
し
、
極
力
班

さ
ん
等
に
手
を
煩
わ
せ
ぬ
よ
う

慮
す
る
方
針
と
し
ま
し
た
。 

以
上
の
よ
う
に
現
在
ま
で
の
懸

事
項
に
つ
い
て
組
織
部
会
と
し

新
た
な
方
針
案
を
決
め
、
４
月
の

会
で
決
定
す
る
予
定
に
し
て
い

す
。 

し
か
し
、
こ
の
方
針
を
具

化
さ
せ
る
た
め
に
は
、
ア
パ
ー

・
借
家
の
オ
ー
ナ
ー
、
管
理
会
社

協
力
は
不
可
欠
で
あ
り
ま
す
。
総
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両国の国旗も飾られ、友好ムード一色の会場 

楽器に合わせて踊ったり、歌ったりしました 

 

花
尻
集
会
所
で
の
懇
親
会
は

サ
シ
ャ
ー
ツ
イ
31
名
の
う
ち
、

イ
ジ
・
ミ
チ
ェ
ッ
ク
団
長
、
指

揮
者
、
楽
団
、
医
師
、
看
護
婦
、

団
員
、
通
訳
等
17
名
、
岡
山
少

年
少
女
合
唱
団
と
コ
ー
ル
黄
薇

の
団
長
・
山
下
愛
由
子
先
生
、

ピ
ア
ニ
ス
ト
・
ス
タ
ッ
フ
、
コ

ー
ル
黄
薇
団
員
９
名
、
町
内
会 

か女

 

のた方戦ド会し

 

とがの

 

ラ
ッ
パ
に
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
、

ギ
タ
ー
の
音
に
楽
し
い
歌
声
が
花

集
会
所
に
響
き
ま
し
た
。 

尻

 

来
岡
中
の
チ
ェ
コ
の
ハ
イ
ス
ク

ー
ル
合
唱
団
「
コ
ー
ル
・
サ
シ
ャ

ー
ツ
イ
」
が
13
日(

日)

三
木
記
念

ホ
ー
ル
で
共
演
し
た
「
コ
ー
ル
黄

薇
」(

吉
備
公
民
館
で
活
動
し
て
い

る
コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ)

と
14
日

(

月)

の
午
後
６
時
過
ぎ
か
ら
花
尻

集
会
所
で
花
尻
町
内
会
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
頂
き
賑
や
か
に
懇
親

を
行
い
ま
し
た
。 

会

 

作
曲
家
「
ド
ボ
ル
ザ
ー
ク
」
で

ら
れ
、
音
楽
の
盛
ん
な
国
チ
ェ

と
の
交
流
は
、
国
際
的
な
文
化

流
を
企
画
す
る
留
学
会
社
の
橋

し
で
実
現
し
ま
し
た
。 

滞
在
期
間
中
、
岡
山
少
年
少
女

唱
団
と
の
合
同
演
奏
会
を
行

、
宿
泊
は
合
唱
団
や
コ
ー
ル
黄

の
団
員
の
家
庭
に
ホ
ー
ム
ス
テ

を
行
い
ま
し
た
。 

コール黄薇の皆様の手作り料理を頂きました 
  

がに惑ズし

 

ん音

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

た
。 

花
尻
の
子
ど
も
達
は
け
ん
玉

お
手
玉
に
挑
戦
し
ま
し
た

、
団
長
さ
ん
や
チ
ェ
コ
の
人

方
が
上
手
で
し
た
。 

ま
た
、
チ
ェ
コ
の
子
ど
も
達

教
え
て
く
れ
た
リ
ズ
ム
遊
び

花
尻
の
子
ど
も
達
は
始
め
戸

っ
て
い
た
も
の
の
す
ぐ
に
リ

ム
に
の
り
、
楽
し
ん
で
い
ま

た
。 

ダ
ン
ス
を
踊
り
な
が
ら
、
み

な
で
輪
に
な
っ
て
歌
う
…
…

楽
を
通
し
て
国
境
を
越
え
、 

練習日時：毎週火曜日（午前 10 時～12 時） 
場   所：吉備公民館 
お問い合わせ： 086-254-3568（中川） 

の
と
こ
ろ
に
お
願
い
し
ま
す
。

知コ交渡

 

合い薇ィ
楽

 

最
後
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
渡
し
、

歌
を
歌
い
な
が
ら
お
別
れ
を
し
ま

た
。 

し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。 

し

 

チ
ェ
コ
の
方
々
、
楽
し
い
時
を

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

ら
は
役
員
４
名
、
中
学
校
の

子
７
名
が
参
加
し
ま
し
た
。 

町
内
の
「
銭
太
鼓
同
好
会
」

方
に
演
技
を
し
て
頂
き
ま
し

が
、
大
変
好
評
で
チ
ェ
コ
の

も
我
も
我
も
と
銭
太
鼓
に
挑

し
、
氷
川
き
よ
し
の
「
ズ
ン

コ
節
」
に
合
わ
せ
た
演
技
に

場
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま

コ
ー
ル
黄
薇
の
団
員
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
お
問
い
合
せ
は
左
記

 

銭太鼓では多くのチェコの皆さんが飛び入り参加 

食べたり、ゲームをしたりして楽しい一時でした 
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２はを

 

朝
「ろと一

 

方車
 きた

 

新古来

 

がの
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

雨
で
１
週
間
延
期
と
な
っ
た

月
26
日(

土)

花
尻
子
ど
も
会

今
年
度
４
回
目
の
廃
品
回
収

行
い
ま
し
た
。 

10 
時
頃
か
ら
宣
伝
カ
ー
で

午
前
中
、
よ
く
見
え
る
と
こ

に
出
し
て
置
い
て
下
さ
い
」

協
力
を
呼
び
か
け
、
町
内
を

巡
し
ま
し
た
。 

午
後
か
ら
は
育
成
の
役
員
の

と
子
ど
も
達
約
40
人
の
手
で

や
自
転
車
で
集
積
場
で
あ
る

き
ょ
う
公
園
に
運
び
ま
し

。 き
き
ょ
う
公
園
の
一
角
に
は

聞
や
雑
誌
、
段
ボ
ー
ル
紙
、

布
、
ア
ル
ミ
缶
等
の
山
が
出

ま
し
た
。 

午
後
２
時
前
に
は
ト
ラ
ッ
ク

到
着
し
、
早
速
、
資
源
化
物

積
み
込
み
を
行
い
ま
し
た
。 

 

去
る
２
月
15
日(

火)

午
前
10
時

よ
り
花
尻
集
会
集
会
所
に
於
い
て

「
公
開
は
と
ぽ
っ

」
が 

ぽ

わ
れ
ま
し
た
。 
行

 
当
日
は
あ
い
に
く
の
天
候
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
会
員
以
外
に
９
組
の

親
子
が
参
加
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。

 

エラなな子見

 

な

 

ま
た
、
２
時
30
分
頃
に
パ
ッ
カ

ー
車
が
到
着
し
、
段
ボ
ー
ル
を
積

込
み
ま
し
た
。 

み

 

２
時
40
分
頃
に
は
全
て
の
作

が
終
了
し
ま
し
た
。 

業

 

そ
の
後
、
参
加
者
に
ジ
ュ
ー
ス

配
ら
れ
ま
し
た
。 

が

 

参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
、
お
疲
れ

で
し
た
。 

様

 

力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た 

 

の
１
年
間
、
ご
支
援
・
ご
協

 

平
成
16
年
度
の
資
源
化
物
の

集
を
町
民
の
皆
様
の
ご
協
力
を

き
４
回
行
い
ま
し
た
。 

業
者
へ
の
売
上
金
、
紙
か
ら
の

成
金
は
子
ど
も
会
の
活
動
資
金

し
て
使
わ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

トラックに新聞、雑誌、アルミ缶等の資源化物を積み込む子ども達や育成会役員 
の皆さん方(写真左)、パッカー車に段ボールを積むお父さん達(写真右) 

町民のご協力で山と積まれた新聞紙 
や雑誌・アルミ缶・古布・段ボール 

雨天のため１週間延期した２月26日(土)、今
年度４回目の廃品回収を行いました。 
 朝８時半頃から宣伝カーで廃品回収のを行
うことを放送して回りました。 
 昼からは子ども達や育成会役員の皆さんで
回収を行いました。 
午後１時半頃には集積所であるききょう公
園の一角に各地区から持ち込まれた廃品が山
と積まれました。 ２時頃から２台のトラッ
クに積み込みをしました。 

＜はとぽっぽ班＞ 
     新役員のご紹介 
つぼみ会 会 長 青江由佳里さん 
       花尻みどり町 253-7860 
はとぽっぽ班 長 竹中満理さん 
        花尻みどり町 255-7929 
    副班長 板野まゆみさん 
        花尻みどり町 251-1293 
    副班長 井上真弓さん 
   花尻ききょう町 254-4808  
    会 計 小見角和子さん 
      花尻ききょう町 214-5881 
 入れて緒う

  の☆☆
 
 
 
 
 
 

こ

   

収頂

 

助と感
吉
備
保
育
園
の
先
生
に
よ
る

プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー
『
ブ
ー
メ

ン
の
音
楽
隊
』
や
『
手
遊
び
』

ど
普
段
の
活
動
で
は
味
わ
え

い
よ
う
な
現
場
の
雰
囲
気
を

ど
も
達
は
食
い
入
る
よ
う
に

て
い
ま
し
た
。 

今
回
、
都
合
が
悪
く
来
ら
れ

か
っ
た
方
、
は
と
ぽ
っ
ぽ
に

ろ
う
か
ど
う
し
ょ
う
か
迷
わ

て
い
る
方
、
是
非
見
学
に
来

み
て
下
さ
い
。
み
ん
な
で
一

に
楽
し
く
活
動
し
ま
し
ょ

。 な
お
、
お
問
い
合
せ
は
左
記

方

願
い
し
ま
す
。 

に
お

竹
中(

℡
２
５
５
ー
７
９
２
９) 

板
野(

℡
２
５
１
ー
１
２
９
３) 

 第 16 期の「陵南つぼみ会」の卒会・お別れ会を
下記のように開催いたします。ご都合のつく方は
子ども達の成長を見て頂けたらと存じます。 
 
日時 平成 17 年３月６日(日) 
     10:00～12:00(受付は 9:45 より) 
場所 吉備公民館 
内容 子ども達の歌と踊り、新役員挨拶 
      お問い合せ先 野口さん(293-6389 迄) 
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住宅防火 いのちを守る 
 

７つのポイント 
 

３つの習慣・４つの対策 
 

３つの習慣 
 
 ●寝たばこは絶対やめる 
 
  ●ストーブは、燃えやすいものか   
  ら離れた位置で使用する。 
 
  ●ガスコンロなどのそばを離れる 
    ときは、必ず火を消す。 

４つの対策 
 
●逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災報知器を設置する 
 
 ●寝具や衣類からの火災を防ぐために、防炎製品を使用する。 
 
 ●火災を小さいうちに消すために、住宅用消化器等を設置する。 
 
 ●お年寄りや身体の不自由な人を守るために、隣近所の協力体制を
つくる。 
 
火災予防重点ポイント 

  
  ①住宅火災による焼死者をなくそう。②山の緑を守ろう。 
 ③消化器事故を防ごう。④放火されない環境をつくろう。 
  ⑤たき火による火災を防ごう。 
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